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１．はじめに 

筆者らは従来より、富山市の LRT を取り上げ、利

用者を対象にアンケート調査を実施し、得られた結果

をもとに LRT 整備による交通行動への影響やまちづ

くりへの効果について分析を進めてきた１）。本稿では、

こうした LRT 整備による交通行動やまちの変化に対

する利用者の意識構造を、共分散構造分析手法を用い

ることによって明らかにすることを目的としている。

本研究で用いたアンケート調査は、LRT の乗降者を対

象に、開通後１年が経過した 2007 年７月の平日・休

日の２日間に、筆者らが実施したものであり、回収数

は、平日 289 票、休日 142 票、回収率は平日 21.5%、

休日 16.0%であった。 

 

２．交通行動変化に関する意識構造分析 

アンケート調査の結果より、LRT の開通後、「外出

頻度の増加」や「車利用頻度の減尐」といった交通行

動の変化がみられた。そして、図１に示すように、外

出頻度の変化別に LRT の選択理由について尋ねた結

果をみると、「外出頻度増加者」の方が、「変化なし」

に比べ、選択理由の全項目をより重視しており、交通

行動変化には、LRT の選択理由が関係していることが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 外出頻度変化と選択理由の重要度 

注）縦軸は、各項目の回答者総数に対し「そう思う」「ややそう思う」の回答者の割合。 

 

そこで、ここでは、交通行動変化に対する意識構造

を、共分散構造分析手法２）を用いてモデル化すること

を考えた（図２）。なお、潜在変数としては LRT の選

択理由である「利便性」、「快適性」、そして「交通行動

変化」の３変数を想定した。モデルの推定精度をみて

みると、GFI と CFI の値がいずれも 0.9 を上回り、

RMSEA の値も 0.1 を下回っており、比較的良好な結

果が得られている。 

潜在変数と観測変数間のパラメータはすべて 1%で

有意、また、潜在変数間の関連を表すパラメータは、

「利便性」から「快適性」へのパス係数が 1％で有意、

「快適性」から「交通行動変化」へのパス係数が 5％

で有意となり、「利便性」から「交通行動変化」へのパ

ス係数は有意とならなかった。このことから、「快適性」

が「交通行動の変化」に影響を及ぼし、また、「利便性」

は「快適性」に直接影響を与え、さらに「快適性」を

通じて「交通行動の変化」に影響を及ぼしていること

がわかった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１）*は有意水準５％、**は有意水準１％を意味する。 

注２）+は識別性の確保のため１に固定した変数を意味する。 

図２ 交通行動変化に関する意識構造分析 

 

こうした結果から、利用者は、利便性よりもむしろ

快適性が交通行動変化に影響を及ぼしていると考えて

いる。また、利便性の評価だけでは必ずしも交通行動

変化には繋がらず、利便性とともに快適性の評価を介

してはじめて交通行動変化がもたらされていることが

示される結果となった。今回の LRT 整備では、移動

の利便性のみならず快適性向上も重視されており、こ

のことが上述の結果に反映されていると考えられる。 
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３．まちの変化に関する意識構造分析 

図３は、ＬＲＴ利用者に対して、まちの変化につい

て尋ねた結果である。これより、「まちのシンボルにな

った」、「高齢者等にやさしいまちになった」などの満

足度が高く、平日・休日の利用者ともに、これらの項

目を総合して 70％が「全体としてまちが良くなった」

と答えており、高い評価を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ＬＲＴ導入後のまちの変化 

注）縦軸は、各項目の回答者総数に対し「そう思う」「ややそう思う」の回答者の割合。 

 

そこで、上述の２．と同様に、まちの変化に関する

意識構造についても、共分散構造分析手法を用いてモ

デル化することを考えた（図４）。潜在変数としては、

「まちの賑わいの創出」、「都市空間としての魅力の向

上」、「交通公害の減尐」、「LRT によるモビリティの改

善」の４変数を想定した。モデルの推定精度は、CFI

が 0.9 を上回っており、また RMSEA も 0.1 より小さ

く比較的良好な推定結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）*は有意水準５％、**は有意水準１％を意味する。 

注２）+は識別性の確保のため１に固定した変数を意味する。 

図４ まちの変化に関する意識構造分析 

観測変数と潜在変数間のパラメータをみてみると

いずれも 1％で有意となった。また、潜在変数間のパ

ラメータについても、「LRT によるモビリティの改善」

から「まちの賑わいの創出」へのパス係数が 5％で有

意であるほかは、すべて 1％で有意となっている。 

得られた結果より、「LRT によるモビリティの改善」

は、「まちの賑わいの創出」、「都市空間としての魅力の

向上」、「交通公害の減尐」にそれぞれ影響を及ぼすと

同時に、「都市空間としての魅力の向上」、「交通公害の

減尐」を介して「まちの賑わいの創出」にも影響を与

えていることがわかった。 

そこで、「LRT によるモビリティの改善」が「まち

の賑わいの創出」に及ぼす総合効果をみてみると、直

接効果は 0.26 であり、また間接効果は、「都市空間と

しての魅力の向上」を通じた場合 0.47、「交通公害の

減尐」を通じた場合 0.14 となっている。したがってこ

れらの効果を合計した総合効果は 0.87 となり、この総

合効果の中で、最も大きい値を示しているのが、「都市

空間としての魅力の向上」を介した間接効果である。

このことは、LRT の導入によって、単にモビリティが

改善したのに留まらず、LRT 車両や電停などの関連施

設の優れたデザインが都市空間としての魅力を向上さ

せ、それがまちの賑わいの創出に寄与していると利用

者が考えていることを示唆している。 

 

５．おわりに 

本稿では、共分散構造分析手法により、LRT の整備

効果に対する利用者の評価意識を分析した。この結果、

快適な移動と優れたデザインを重視した LRT 整備の

特徴が、交通行動の変化やまちの変化に大きく寄与し

ていることが明らかになった。最後に、今後の課題と

しては、年齢や移動目的など利用者の属性別に、また、

車・LRT の利用交通手段別に、意識構造にどのような

差があるのかについて検討することが必要である。 
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